
	

整形外科 / 主に小型犬・猫	

膝蓋骨内方脱臼整復術	

	

対象	
小型犬・猫（大型犬
にも）	

手術時間	
60～120 分	

入院	
2～4泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

膝のお皿（膝蓋骨）が内側にずれてしまう病気（膝蓋骨内方脱臼：MPL）を、外科的に治す手術で
す。チワワ・トイプードル・ポメラニアン・マルチーズなど小型犬に非常に多く、放置すると前十字
靱帯の断裂や関節炎へ進行します。グレード 2以上で跛行がある場合や、グレード 3～4は手術の適
応になります。	

■ この手術が必要なとき	

・グレード 2以上で跛行・痛みがある	
・グレード 3～4（常に脱臼している）	
・両側性で生活の質が低下している	
・若齢で骨の変形を予防したい	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、術側を上にして横向きに固定します	
② 膝関節まわりの軟部組織を評価します	
③ 脛骨粗面転位術（骨を切って正常な位置にピンで固定）を行います	
④ 滑車溝形成術（膝蓋骨が乗る溝を深く掘り直す）を行います	
⑤ 関節包を縫合して調整します（側方支持帯の開放・内側の縫縮）	
⑥ 皮膚を縫合し、包帯で固定して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 2～4泊が目安です。抜糸は 2週後を目安に行います。	

■ 術後のケア	

・4～6週間は激しい運動を控えます（リードウォークのみ）	
・筋力回復のためのリハビリを積極的に行います	
・8 週後に経過確認のX線撮影を行います	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・骨切り部の骨折・ピンの抜け	
・感染	
・再脱臼（再手術が必要なケース）	
・前十字靱帯断裂の合併	
・術後の関節炎	

■ よくある質問	

Q. 手術しないとどうなりますか？	
A. グレードが高いと関節炎が進行し、前十字靱帯断裂を起こすリスクが高まります。早期手術の方
が経過が良好です。	
Q. 両側の手術が必要ですか？	
A. 両側に病変がある場合、同時に、または数週間あけて反対側を手術することが多いです。	
Q. 術後に走れますか？	
A. 回復後は通常の運動が可能になります。多くの子が術後 6～8週で日常生活に戻れます。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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